
四

専
攻
学
科
目　

宇
宙
物
理
学

生　

年　

月　

昭
和
四
〇
年　

九
月

略　
　
　

歴　

昭
和
六
三
年　

三
月 
東
京
大
学
理
学
部
物
理
学
科
卒
業

平
成　

五
年　

三
月 
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　
　

五
年　

三
月 

博
士
（
理
学
）（
東
京
大
学
）

同　
　

六
年　

四
月 

米
国
ハ
ワ
イ
大
学
天
文
学
研
究
所
（
日
本
学
術
振
興
会
海
外
特
別
研
究
員
）

同　
　

八
年　

四
月 

国
立
天
文
台
開
発
実
験
セ
ン
タ
ー
助
手

同　

一
八
年
一
二
月 

国
立
天
文
台
先
端
技
術
セ
ン
タ
ー
助
教
授

同　

三
一
年　

八
月 

国
立
天
文
台
先
端
技
術
セ
ン
タ
ー
教
授

令
和　

四
年　

四
月 

国
立
天
文
台
ハ
ワ
イ
観
測
所
教
授
・
所
長
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

宮み
や　

﨑ざ
き　
　
　

聡さ
と
し



五

専
攻
学
科
目　

宇
宙
物
理
学

生　

年　

月　

昭
和
五
三
年　

一
月

略　
　
　

歴　

平
成
一
二
年　

三
月 

東
京
大
学
理
学
部
物
理
学
科
卒
業

同　

一
六
年　

七
月 
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　

一
六
年　

七
月 
博
士
（
理
学
）（
東
京
大
学
）

同　

一
六
年　

九
月 

米
国
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
博
士
研
究
員

同　

一
八
年　

七
月 

米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
博
士
研
究
員

同　

二
一
年　

七
月 

国
立
天
文
台
研
究
員

同　

二
三
年　

四
月 

東
京
大
学
カ
ブ
リ
数
物
連
携
宇
宙
研
究
機
構
特
任
助
教

同　

二
五
年　

八
月 

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
助
教
（
令
和
四
年
一
月
ま
で
）

同　

二
五
年
一
〇
月 

東
京
大
学
カ
ブ
リ
数
物
連
携
宇
宙
研
究
機
構
准
科
学
研
究
員
（
併
任
、
令
和
四
年
一
月
ま
で
）

令
和　

四
年　

二
月 

千
葉
大
学
先
進
科
学
セ
ン
タ
ー
教
授
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

大お
お　

栗ぐ
り　

真ま
さ　

宗む
ね



二
二

博
士
（
理
学
）
宮
﨑　

聡
氏
及
び
博
士
（
理
学
）

大
栗
真
宗
氏
の
「
重
力
レ
ン
ズ
効
果
を
用
い
た

宇
宙
論
研
究
の
開
拓
推
進
」（
共
同
研
究
）
に

対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

暗
黒
物
質
と
暗
黒
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
存
在
は
こ
の
半
世
紀
の
多
様
な
天
文
学
的

観
測
か
ら
得
ら
れ
た
重
要
な
発
見
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
実
態
の
解
明
は
物
理

学
・
宇
宙
論
の
大
き
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
暗
黒
物
質
は
光
ら
な
い

た
め
直
接
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
銀
河
や
銀
河
団
に
付
随
し
て
恒

星
や
ガ
ス
の
総
質
量
の
約
五
倍
も
の
大
量
に
存
在
し
、
重
力
を
及
ぼ
す
こ
と
か

ら
、
む
し
ろ
宇
宙
の
構
造
形
成
の
主
役
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

暗
黒
物
質
の
正
体
と
し
て
は
、
小
質
量
星
や
原
始
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
な
ど
光
ら

な
い
天
体
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
な
ど
の
既
知
の
素
粒
子
あ
る
い
は
ア
ク
シ
オ
ン
、

フ
ァ
ジ
ー
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
な
ど
未
確
認
の
素
粒
子
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
こ

れ
ま
で
に
様
々
な
観
測
的
・
実
験
的
検
証
が
さ
れ
て
き
た
が
特
定
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

一
般
相
対
性
理
論
か
ら
導
か
れ
る
強
い
重
力
レ
ン
ズ
効
果
は
、
ク
ェ
ー
サ
ー

な
ど
の
点
光
源
が
手
前
の
銀
河
の
重
力
レ
ン
ズ
効
果
で
、
複
数
像
に
見
え
た

り
、
増
光
し
て
見
え
る
現
象
で
あ
り
、
弱
い
重
力
レ
ン
ズ
効
果
は
遠
方
の
銀
河

か
ら
の
光
が
経
路
上
の
重
力
場
に
よ
り
わ
ず
か
に
曲
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
画

像
に
歪
み
が
生
じ
る
現
象
で
あ
る
。

天
文
学
的
ス
ケ
ー
ル
で
分
布
す
る
暗
黒
物
質
を
調
べ
る
の
に
重
力
レ
ン
ズ
効

果
が
使
え
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
理
論
的
に
提
案
さ
れ
て
い
た
が
、
強
い
重
力

レ
ン
ズ
効
果
で
ク
ェ
ー
サ
ー
の
多
重
像
が
見
え
る
現
象
が
一
九
七
九
年
に
確
認

さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
ハ
ッ
ブ
ル
宇
宙
望
遠
鏡
な
ど
の
画
像
か
ら
銀
河
団
に

よ
る
弱
い
重
力
レ
ン
ズ
効
果
で
そ
の
背
景
に
あ
る
遠
方
の
銀
河
の
画
像
が
歪
め

ら
れ
る
現
象
の
解
析
に
も
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。

宮
﨑　

聡
氏
は
一
九
九
〇
年
代
に
す
ば
る
望
遠
鏡
の
主
焦
点
の
広
視
野

C
C

D

カ
メ
ラSuprim

e-C
am

の
開
発
に
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画
し
、
二

〇
〇
〇
年
の
初
観
測
画
像
か
ら
、
銀
河
団
構
造
に
付
随
す
る
暗
黒
物
質
ハ
ロ
ー

の
重
力
場
に
よ
る
弱
い
重
力
レ
ン
ズ
効
果
で
背
景
に
あ
る
遠
方
銀
河
の
画
像
の

歪
む
の
を
精
密
に
測
定
し
、
二
〇
〇
二
年
に
は
そ
の
歪
み
分
布
か
ら
逆
問
題
を

解
い
て
暗
黒
物
質
の
分
布
を
描
き
だ
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
得
ら
れ
た
暗
黒
物

質
分
布
は
実
際
に
Ｘ
線
や
光
で
同
定
さ
れ
た
銀
河
団
の
分
布
に
良
く
対
応
し
て

い
る
こ
と
な
ど
も
示
さ
れ
、
暗
黒
物
質
の
探
査
法
を
具
体
的
に
実
証
し
た
。

宮
﨑
氏
は
こ
の
成
功
を
礎
に
、
す
ば
る
望
遠
鏡
の
主
焦
点
にC

C
D

素
子
一

一
六
枚
を
敷
き
詰
め
る
第
二
世
代
の
超
広
視
野
カ
メ
ラH

SC

（H
yper 

Suprim
e-C

am
）
を
開
発
す
る
計
画
を
立
案
し
、
二
〇
一
二
年
に
世
界
最
大
の



二
二

視
野
と
画
質
を
誇
るH

SC

を
完
成
さ
せ
た
。
さ
ら
に
は
完
成
し
たH

SC

を
用

い
て
三
三
〇
夜
に
わ
た
る
大
規
模
撮
像
観
測
に
よ
り
暗
黒
物
質
と
暗
黒
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
解
明
に
迫
る
計
画
を
チ
ー
ム
で
立
案
し
、
こ
の
観
測
計
画
の
代
表
者
と

し
て
二
〇
一
四
年
か
ら
七
年
が
か
り
で
観
測
を
遂
行
し
た
。H

SC

は
現
在
世

界
で
最
大
の
視
野
と
感
度
を
備
え
た
宇
宙
探
査
カ
メ
ラ
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

公
開
デ
ー
タ
は
暗
黒
物
質
の
研
究
だ
け
で
な
く
様
々
な
研
究
に
世
界
中
で
利
用

さ
れ
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

大
栗
真
宗
氏
は
ス
ロ
ー
ン
デ
ィ
ジ
タ
ル
ス
カ
イ
サ
ー
ベ
イ
画
像
の
重
力
レ
ン

ズ
効
果
を
受
け
た
ク
ェ
ー
サ
ー
像
か
ら
レ
ン
ズ
天
体
と
な
る
銀
河
の
暗
黒
物
質

分
布
を
解
析
す
る
手
法
の
開
発
を
手
始
め
に
、
す
ば
る
望
遠
鏡
や
ハ
ッ
ブ
ル
宇

宙
望
遠
鏡
な
ど
の
観
測
デ
ー
タ
か
ら
重
力
レ
ン
ズ
効
果
に
よ
る
様
々
な
現
象
を

具
体
的
に
解
析
す
る
研
究
を
推
し
進
め
て
き
た
。
二
〇
〇
二
年
の
宮
﨑
氏
の
研

究
を
更
に
精
密
化
し
た
弱
い
重
力
レ
ン
ズ
効
果
の
解
析
か
ら
、
暗
黒
物
質
の
三

次
元
空
間
分
布
と
そ
の
数
十
億
年
に
わ
た
る
時
間
進
化
を
読
み
解
き
、
暗
黒
物

質
が
合
体
し
集
合
化
す
る
現
象
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
赤
方
偏
移
一
程
度
の
多
数
の
銀
河
の
分
布
か
ら
求
め
た
膨
張
宇
宙
モ
デ
ル

が
、
赤
方
偏
移
一
〇
〇
〇
の
時
代
の
宇
宙
背
景
放
射
の
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
モ

デ
ル
と
一
致
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

大
栗
氏
は
さ
ら
に
、
遠
方
の
超
新
星
爆
発
が
重
力
レ
ン
ズ
効
果
で
時
間
遅
延

の
あ
る
複
数
像
と
し
て
発
現
す
る
こ
と
を
予
言
し
、
そ
の
予
言
通
り
に
一
年
後

に
増
光
現
象
が
確
認
さ
れ
、
世
界
を
驚
か
せ
た
。
弱
い
重
力
レ
ン
ズ
効
果
が
干

渉
す
る
火
線
上
で
は
増
幅
効
果
が
無
限
大
と
な
る
こ
と
に
着
目
し
た
解
析
か

ら
、
通
常
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
遠
方
の
単
独
初
代
星
の
検
出
に
も
成
功

す
る
な
ど
、
重
力
レ
ン
ズ
研
究
の
新
し
い
拡
が
り
を
示
す
数
々
の
成
果
を
挙

げ
、
国
際
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

一
連
の
研
究
成
果
は
、
宮
﨑
氏
がH

SC

を
開
発
し
暗
黒
物
質
の
解
明
な
ど

を
目
指
し
た
戦
略
的
観
測
を
遂
行
し
て
得
ら
れ
た
膨
大
な
観
測
デ
ー
タ
の
中
に

秘
め
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
質
と
量
は
世
界
の
追
随
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ

る
。H

SC

に
よ
る
観
測
は
宇
宙
の
加
速
膨
張
を
測
定
す
る
欧
州
のEuclid

宇

宙
望
遠
鏡
計
画
や
米
国
の
ル
ー
ビ
ン
望
遠
鏡
計
画
か
ら
も
連
携
を
期
待
さ
れ
て

お
り
、
日
本
の
観
測
天
文
学
を
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
牽
引
し
た
功
績
も
大
き

い
。
大
栗
氏
は
そ
の
貴
重
な
観
測
デ
ー
タ
を
重
力
レ
ン
ズ
効
果
の
視
点
か
ら
独

創
的
に
精
密
な
解
析
を
行
う
こ
と
で
、
宇
宙
に
備
わ
っ
た
重
力
レ
ン
ズ
効
果
に

よ
る
増
幅
機
能
を
巧
み
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
人
類
の
作
る
大
型
望
遠
鏡
の
感

度
で
も
到
達
し
え
な
い
、
宇
宙
初
期
の
恒
星
を
直
接
観
測
で
き
る
こ
と
を
示
す

な
ど
、
世
界
の
こ
の
分
野
の
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

以
上
の
と
お
り
、
一
連
の
研
究
を
牽
引
し
重
力
レ
ン
ズ
天
文
学
を
開
拓
し
た

宮
﨑　

聡
氏
と
大
栗
真
宗
氏
に
よ
る
業
績
は
日
本
学
士
院
賞
授
賞
に
相
応
し
い

と
判
断
し
た
。



二
二

宮
﨑　

聡
氏　

主
要
論
文

 1

） “Subaru Prim
e Focus C

am
era – Suprim

e-C
am

”,  M
iyazaki, S., K

om
iyam

a, Y., 
Sekiguchi, M

., et al., 2002, PA
SJ, 54, 833–853.

 2

） “Searching for D
ark M

atter H
alos in the Suprim

e-C
am

 2 Square D
egree Field”,  

M
iyazaki, S., H

am
ana, T., Shim

asaku, K
., et al., 2002, A

pJ Lett., 580, 97–100.
 3

） “A Subaru W
eak-Lensing Survey. I. Cluster Candidates and Spectroscopic Verifi-

cation” ,  M
iyazaki, S., H

am
ana, T., R

ichard S. E., et al., 2007, A
pJ, 669, 714–

728.
 4

） “Properties of W
eak Lensing C

lusters D
etected on H

yper Suprim
e-C

am
ʼs 2.3 

square degree field”,  M
iyazaki, S., O

guri, M
., H

am
ana, T., et al., 2015, A

pJ, 
807, 22–33.

 5

） “H
yper Suprim

e-C
am

: System
 D

esign and Verification of Im
age Q

uality”, M
i-

yazaki, S., K
om

iyam
a, Y., K

aw
anom

oto, S., et al., 2018, PA
SJ, 70, S1 (1–26).

 6

） “The H
yper Suprim

e-Cam
 SSP Survey: O

verview
 and Survey D

esign”, A
ihara, H

., 
A

rim
oto, N

., A
rm

strong, R
., ..., M

iyazaki, S., ..., O
guri, M

., et al., 2018, PA
SJ, 

70, S4 (1–15).
 7

） “A Large Sam
ple of Shear-selected Clusters from

 the H
yper Suprim

e-Cam
 Suba-

ru Strategic Program
 S16A

 W
ide Field M

ass M
aps”,  M

iyazaki, S., O
guri, M

., 
H

am
ana, T.,  et al., 2018, PA

SJ, 70, S27 (1–23).
 8

） “Tw
o- and Three-dim

ensional W
ide-field W

eak Lensing M
ass M

aps from
 the H

y-
per Suprim

e-C
am

 Subaru Strategic Program
 S16A

 D
ata”, O

guri, M
., M

iyaza-
ki, S., H

ikage, C
. et al., 2018, PA

SJ, 70, S26 (1–14).
 9

） “Cosm
ology from

 Cosm
ic Shear Pow

er Spectra w
ith Subaru H

yper Suprim
e-Cam

 
First-year D

ata”,  H
ikage, C

., O
guri, M

., H
am

ana, T., ..., M
iyazaki, S., et al., 

2019, PA
SJ, 71, 43.

 10

） “H
undreds of W

eak Lensing Shear-selected C
lusters from

 the H
yper Su-

prim
e-C

am
 Subaru Strategic Program

 S19A
 D

ata”,  O
guri, M

., M
iyazaki, S., 

Li, X
., et al., 2021, PA

SJ, 73, 817–829.

大
栗
真
宗
氏　

主
要
論
文

 1

） “G
ravitational Lens Tim

e D
elays: A Statistical A

ssessm
ent of Lens M

odel D
epen-

dences and Im
plications for the G

lobal H
ubble C

onstant”, O
guri, M

., 2007, 
A

pJ, 660, 1.
 2

） “G
ravitationally Lensed Q

uasars and Supernovae in Future W
ide-Field O

ptical 
Im

aging Surveys”,  O
guri, M

. and M
arshall P. J., 2010, M

N
R

A
S, 405, 2579–

2593. 
 3

） “D
irect M

easurem
ent of D

ark M
atter H

alo Ellipticity from
 Tw

o-dim
ensional 

lensing Shear M
aps of 25 M

assive C
lusters”,  O

guri, M
., Takada, M

., O
kabe, 

N
., et al., 2010, M

N
R

A
S, 405, 2215–2230.

 4

） “Com
bined Strong and W

eak Lensing A
nalysis of 28 Clusters from

 the Sloan G
i-

ant A
rcs Survey”, O

guri, M
., M

atthew
s, B

. B
., H

akon, D
., et al., 2012, M

N
-

R
A

S, 420, 3213–3239.
 5

） “D
etection of the G

ravitational Lens M
agnifying a Type Ia Supernova”, Q

uim
by, 

R
. M

., O
guri, M

., M
ore, A

., et al., 2014, Science, 344, 396–399.
 6

） “M
easuring the D

istance-R
edshift R

elation w
ith the C

ross-C
orrelation of G

ravi-
tational W

ave Standard Sirens and G
alaxies”,  O

guri, M
.,  2016, Phys. R

ev. D
, 

93, 083511.
 7

） “Effect of G
ravitational Lensing on the D

istribution of G
ravitational W

aves from
 

D
istant B

inary B
lack H

ole M
ergers”, O

guri, M
., 2018, M

N
R

A
S, 480, 3842–

3855.
 8

） “U
nderstanding C

austic C
rossings in G

iant A
rcs: C

haracteristic Scales, Event 
R

ates, and C
onstraints on C

om
pact D

ark M
atter”,  O

guri, M
., D

iego, J. M
., 

K
aiser, N

., et al., 2018, Phys. R
ev. D

, 97, 023518.
 9

） “Cosm
ology from

 Cosm
ic Shear Pow

er Spectra w
ith Subaru H
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